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（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況

ア 設置又は定員を変更する学科等を設置する大学等の現状把握・分析

大分大学医学部の前身である大分医科大学は，昭和 51 年 10 月に開学し，その後，平成 6 年

に看護学科を設置，平成 15年 10月に大分大学と統合し大分大学医学部（以下本学部）となり，

令和 5年に本学部では 29年ぶりの新学科として，先進医療科学科を開設したところである。 

 本学部医学科（以下本学科）においては，大分県の医師不足や偏在の解消に貢献するため，平

成 19 年度から入学定員内に地域枠（学士：3名）を導入し，平成 21年度からは地域枠による増

員（平成 21 年度 5 名：平成 22 年度以降 10 名）を開始し，現在は，総合型選抜に 13 名の地域

枠を設け，多くの地域枠出身の医師が大分県内の地域中核病院で活躍している。 

イ 地域・社会的動向等の現状把握・分析

地域医療を担う医師の不足という深刻な状況から，平成 21年度に「緊急医師確保対策」に基

づき平成 29 年度までの期限を付した５名の臨時定員増を，また「経済財政改革の基本方針２０

０８」に基づき５名の恒久定員増をそれぞれ実施した。 

 さらに，平成 22 年度に「経済財政改革の基本方針２００９」に基づき平成 31 年度までの期

限を付した５名の臨時定員増を実施した。また，平成 29年度には時限を迎えた「緊急医師確保

対策」に基づく臨時定員５名を平成 31年度まで２年間延長し，経済財政改革基本方針に基づき

臨時定員 10 名を更に令和７年度まで６年間延長した。 

 大分県からも医師偏在の非常事態に直面しているへき地医療に対する医師の育成について強

い要望があるため，今後も継続して取り組む。 

ウ 新設学科等の趣旨目的，教育内容，定員設定等

大分県においては，大分市・別府市を除く地域で医師の不足や偏在，診療科の偏在が大きな問

題となっている。このような状況の中で，本学科の使命は，地域の特性やニーズを深く理解し，

大分県内で働く優れた医療人を育成し，その適切な配置と人材供給を行うことである。地域の医

療機関との連携を重視し，地域医療の魅力と使命感を理解し，地域医療に従事する医師を育成す

るためのカリキュラムやプログラムが構築され，地域医療の発展に取り組んでいる。 

今後も，地域医療を担う医師の不足や偏在等が見込まれるため，令和７年度に引き続き令和８

年度も 10名の臨時定員について申請する。 

教育内容については，地域医療（へき地を含む）に携わる医療人の育成をめざし，１年次の入

学直後の「早期体験実習」（３日間）では，地域の障害者支援施設で介護実習を，３年次の「地

域医療実習・講義」（２週間）では，地域医療の現状と課題に関する講義に加えて，県内 55箇所

の診療所（へき地診療所を含む）での体験実習を，４年次の「研究室配属」及び６年次の「選択

型臨床実習」では，地域枠を含めて地域医療に興味のある学生は総合診療・総合内科学講座，総

合外科・地域連携学講座に配属され，地域をフィールドとした臨床研究やより実践的な実習を，

５年次の「潜在的地域医療実習」（２週間）では，大分県内 16箇所のへき地医療拠点病院で地域

滞在型の実習を，また，「総合診療科実習」（２週間）では，地域の家庭医や病院総合診療医の協

力を得て，外来診療・在宅医療・救急を含めた体験型臨床実習を行うなど，地域医療教育をシー
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ムレスにカリキュラムに組み込み充実させている。 

上記のカリキュラムに加え，夏季の大分県地域医療研修会及び冬季の“へき地医療中核病院”

の医師による講演会・交流会に参加する。医学部附属地域医療学センターの教員によるキャリア

支援とともに，地域枠の卒業生と在校生による“大分の地域医療の明日を拓く会”による屋根瓦

式の支援体制が構築されており，早期から段階的に地域医療を体験し，知識・技術・態度の習得

とともに使命感や，やりがいを実感することができている。令和８年度以降もこのカリキュラム

を継続し，さらに充実させ，優秀な卒業生を輩出して地域医療の発展に寄与していく。 

学生納付金は，「国立大学等の授業料その他の費用に関する省令（平成 16 年文部科学省令第 

16 号）」に定める「標準額」を適用し，次のとおり設定する。 

入学料 282,000 円 

授業料 535,800 円（年額） 

検定料  17,000 円 

 

エ 学生確保の見通し 

A. 学生確保の見通しの調査結果 

    本学科の過去５年間の志願者倍率は 3.2～5.6 倍，そのうち総合型選抜の地域枠志願者倍率

は 3.2～4.2倍となっており，定員充足率も満たしているため【図表① 本学科の入学志願状

況等（令和７年度～令和３年度）】，医学部入学定員の暫定措置による期間延長措置を行って

も学生確保は十分であると考えられる。 

 

図表① 本学科の入学志願状況等（令和７年度～令和３年度） 

年度 入試種別 
募集 

人員 
志願者 

志願 

倍率 
入学者 

定員 

充足率 

令和７年度 

前期日程 65 285 4.4 68 
 

総合型選抜（一般枠） 22 106 4.8 22 
 

総合型選抜（地域枠） 13 50 3.8  13 
 

計 100 441 4.4  103 103% 

令和６年度 

前期日程 65 366 5.6  66 
 

総合型選抜（一般枠） 22 117 5.3  22 
 

総合型選抜（地域枠） 13 54 4.2  13 
 

計 100 537 5.4  101 101% 

令和５年度 

前期日程 65 395 6.1  66 
 

総合型選抜（一般枠） 22 122 5.5  21 
 

総合型選抜（地域枠） 13 42 3.2  13 
 

計 100 559 5.6  100 100% 

令和４年度 

前期日程 65 253 3.9  66 
 

総合型選抜（一般枠） 22 75 3.4  21 
 

総合型選抜（地域枠） 13 50 3.8  13 
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計 100 378 3.8  100 100% 

令和３年度 

前期日程 65 178 2.7  65  

総合型選抜（一般枠） 22 104 4.7  22  

総合型選抜（地域枠） 13 41 3.2  13  

計 100 323 3.2  100 100% 

 

B. 新設学部等の分野の動向 

 九州・沖縄地区の国立大学医学部医学科の令和７年度の志願倍率は，2.4倍～8.2倍であり，

本学科においては 4.4 倍と高く【図表② 九州・沖縄地区の国立大学医学部医学科の入学志

願状況（令和７年度）】，令和８年度においても，定員の充足は十分可能であると考えられる。 

 

図表② 九州・沖縄地区の国立大学医学部医学科の入学志願状況（令和７年度） 

 募集人員 志願者数 志願倍率 

九州大学 105 255 2.4 

佐賀大学 101 551 5.5 

長崎大学 114 498 4.4 

熊本大学 109 532 4.9 

宮崎大学 100 716 7.2 

鹿児島大学 110 898 8.2 

琉球大学 111 886 8.0 

大分大学 100 441 4.4 

※各大学公表入試情報により作成 

  

C. 中長期的な 18 歳人口の全国的，地域的動向等   

日本の 18歳人口の推移については，1992年以降右肩下がりを続け，今後も減少すると予測

されている。他方，本学科志願者の約６割を占める九州・沖縄地域の 18 歳人口も全国同様に

減少が予測されているものの，2024 年～2036 年の将来推計値は全国の減少率 11.4％よりも

5.7 ポイント下回るとされており，また，志願者数で最多の大分県及び二番手である福岡県の

両県の合計の減少率は 3.2％と，とても低いものとなっている。【資料１ 令和７年度（2025年

度）出身高等学校等所在地別志願者数，資料２ 18 歳人口予測 リクルート進学総研マーケッ

トリポート 2024】。 

大学進学率では，2015（平成 27）年から 2024（令和６）年の 10年間で九州・沖縄地域では

7.7 ポイント増加している傾向にあり，また大学進学の際の地元残留率では，九州・沖縄地域

全体ではほぼ変わらないが，大分県は 3.9ポイント増加している【資料３ 進学者数・進学率

（現役）の推移 リクルート進学総研マーケットリポート 2024】【資料４ 地元残留率の推移 

リクルート進学総研マーケットリポート 2024】。これらを考慮すると，本学科の定員の充足は

可能であると判断する。 
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D. 競合校の状況

競合校としては，九州・沖縄地区の国立大学医学部医学科が考えられるが，いずれの大学も

志願倍率が高く，また，定員充足率もほぼ定員を満たしており【図表③ 競合校の入学志願状

況等（令和７年度）】，令和８年度においても，本学科の定員の充足は，十分可能であると考え

られる。 

図表③ 競合校の入学志願状況等（令和７年度） 

募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数 定員充足率 

九州大学 105 255 244 106 106 101.0％ 

佐賀大学 101 551 353 104 103 102.0％ 

長崎大学 114 498 455 118 114 100.0％ 

熊本大学 109 532 510 112 108 99.1％ 

宮崎大学 100 716 377 105 100 100.0％ 

鹿児島大学 110 898 418 117 110 100.0％ 

琉球大学 111 886 396 113 111 100.0％ 

※各大学公表入試情報により作成

E. 既設学部等の学生確保の状況

過去５年間の入学志願状況等(志願者数，受験者数，合格者数，入学者数，定員充足率)は【図

表④ 医学部医学科入学志願状況等（令和７年～令和３年）】に記載のとおりである。 

本学科の過去５年間の志願者倍率は 3.2～5.6 倍，また，複数選抜間での重複志願者を除い

た場合でも 2.7倍から 4.9倍と高い値となっており，定員充足率も満たしているため，定員の

充足は十分であると考えられる。 

図表④ 医学部医学科入学志願状況等（令和７年度～令和３年度） 

年度 
募集 

人員 

志願 

者数 

志願者数 

（複数選 

抜間での 

重複志願 

者抜き） 

受験 

者数 

受験者数 

（複数選 

抜間の受 

験者重複 

抜き） 

合格 

者数 

入学 

者数 

定員

充足

率 

令和 7年度 100 441 396 231 220 105 103 103％ 

令和 6年度 100 537 468 239 225 103 101 101％ 

令和 5年度 100 559 494 236 226 102 100 100％ 

令和 4年度 100 378 333 233 221 103 100 100％ 

令和 3年度 100 323 274 219 201 102 100 100％ 

F. その他，申請者において検討・分析した事項

先に述べたように，本学科の過去５年間の志願者倍率は 3.2～5.6倍，九州・沖縄地区の国

立大学医学部医学科の令和７年度の入学志願状況は軒並み２倍以上であり，医学部入学定員
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の暫定措置による期間延長措置を行っても，学生確保は十分であると考えられる。

オ 学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果

学生確保に向けた取組としては，大分県内外で実施されている進学説明会，毎年８月上旬に開

催するオープンキャンパス，大分県下の高校の要請に基づいた教員による「出前講義」に加え

て，県内の高校２年生を対象にした，『高大連携 地域医療 魅力発見セミナー』を実施してい

る【図表⑤ 過去５年間の参加者（高校生のみ）】。 

本セミナーは，「ふるさと大分を支える人材育成事業」の一環として，大分県教育委員会と医

学部附属地域医療学センターの共同主催にて平成 22年から毎年開催している。大学病院や地域

医療に従事している医師・メディカルスタッフらの講師による大分県の地域医療の現状等に関

する講演や，地域枠学生による学生生活などに関する講演，さらに医師の指導による体験学習及

び医療に関するグループ別討議などの経験を通して，大分県下の高校生の地域医療への意識向

上を促し，将来大分県の地域医療を支える人材の育成を図ることを目的としている。ここ数年

は，新型コロナウィルス感染症拡大防止のため Web 開催としていたが，令和５年度より一部を

対面でも実施し（12月 21日（web 開催 ）・22日（対面開催）），昨年度は５年ぶりに対面のみに

より開催，本年度も同様に対面のみで開催した【資料５ 『第 16回 高大連携 地域医療 魅

力発見セミナー』パンフレット】。 

また，本セミナーの効果として，セミナー終了後に実施したアンケートでは，満足度は非常に

高く，医療全般や大分県の地域医療に対する関心がより深まったことが伺えた【資料６ 『第 16

回 高大連携 地域医療 魅力発見セミナー』参加者アンケート（抜粋）】。 

図表⑤ 過去５年間の参加者（高校生のみ） 

実施年度 参加者数 備  考 

令和７年度 95名（12校） 対面開催 

令和６年度 76名（12校） 対面開催 

令和５年度 86名（12校） Web 開催及び対面開催（2日間） 

令和４年度 70名（12校） Web 開催 

令和３年度 70名（14校） Web 開催 

（２）人材需要の動向等社会の要請

①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要）

医学に関する最新の学術を教育・研究し，高度の医学知識並びに技術，そしてこれらを支える

高い倫理観と豊かな教養・人間性を備えた医師，医学研究者を養成し，これら学問の進歩，国民

の健康の維持増進，医療・保健を中心に地域や国際社会の福祉に寄与することを基本理念とし，

下記のとおり教育目標と行動目標を定めている。 

○教育目標

患者の立場を理解した全人的医療を行い，豊かな教養と人間性，高度の学識，問題解決能力，
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生涯学習能力及び国際的視野を備えた医師や研究者を養成する。 

 

○行動目標 

１ 幅広い教養と高い倫理観，責任感を備え，豊かな感性を養う。 

 ２ 問題発見・解決能力を習得し，疾病予防や診断，治療方法の改善，原因や病態の解明向上

に貢献し，最新の医学知識や技術を習得するための生涯学習能力を身につける。 

 ３ 個人の生命や健康，権利，尊厳を守り，コミュニケーション能力と協調性並びに指導力を

備え，全人的医療やチーム医療の実践を行う。 

 ４ 医療や保健・福祉の問題を理解し，広い視野から地域社会のみならず国際的にも活躍，貢

献する。 

５ 大分県の地域医療に対する適応力を身につける。 

 

②上記①が社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

    【資料７ 地域中核病院の医師充足率「安心・活力・発展プラン 2015 ともに築こう大分

の未来～2020 改訂版～」】及び【資料８ 第８次大分県医療計画】により，安心で質の高

い医療提供体制の整備や，医療従事者の育成・確保等の取組みが必要とされる中で，地域

中核病院の医師不足，地域偏在・診療科偏在の解消等が指摘されていることから，上記①

が社会的，地域的な人材需要の動向を踏まえたものであることは明らかであると判断でき

る。 
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資料４ 地元残留率の推移 リクルート進学総研マーケットリポート 2024 

資料５ 『第 16回 高大連携 地域医療 魅力発見セミナー』パンフレット 

資料６ 『第 16回 高大連携 地域医療 魅力発見セミナー』参加者アンケート（抜粋） 

資料７ 地域中核病院の医師充足率 

「安心・活力・発展プラン 2015 ともに築こう大分の未来～2020 改訂版～」 

資料８ 第８次大分県医療計画 

-学生確保-8-



令和７年度（2025年度）出身高等学校等所在地別志願者数

大
分

福
岡

佐
賀

長
崎

熊
本

宮
崎

鹿
児
島

沖
縄

小
計

高
知

愛
媛

香
川

徳
島

小
計

山
口

広
島

岡
山

島
根

鳥
取

小
計

和
歌
山

奈
良

兵
庫

大
阪

京
都

滋
賀

小
計

三
重

愛
知

静
岡

岐
阜

長
野

山
梨

小
計

福
井

石
川

富
山

新
潟

小
計

神
奈
川

東
京

千
葉

埼
玉

群
馬

栃
木

茨
城

小
計

福
島

山
形

秋
田

宮
城

岩
手

青
森

北
海
道

小
計

一般選抜 52 38 1 10 11 5 3 1 121 0 5 0 1 6 6 10 5 0 0 21 3 2 12 16 4 2 39 2 18 5 3 5 0 33 1 0 1 2 4 6 34 2 9 2 1 2 56 0 0 0 1 0 0 2 3 2 285

総合型選抜 78 22 4 5 2 5 1 3 120 0 1 0 1 2 0 3 2 0 0 5 0 0 0 6 0 0 6 0 1 1 1 2 0 5 0 0 0 0 0 1 8 1 5 0 0 2 17 0 0 0 1 0 0 0 1 156

合　計 130 60 5 15 13 10 4 4 241 0 6 0 2 8 6 13 7 0 0 26 3 2 12 22 4 2 45 2 19 6 4 7 0 38 1 0 1 2 4 7 42 3 14 2 1 4 73 0 0 0 2 0 0 2 4 2 441

資料１

そ
の
他

合計

九州・沖縄 四　　国 中　　国 近 畿 中 部 北 陸 関 東 東北・北海道
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2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年 2036年
人数 129,676 133,620 135,915 136,077 134,380 136,300 134,345 132,488 131,946 129,860 129,113 124,835 122,282
指数 100.0 103.0 104.8 104.9 103.6 105.1 103.6 102.2 101.8 100.1 99.6 96.3 94.3
人数 44,280 46,058 47,325 47,355 47,026 47,835 47,054 46,777 46,550 46,225 45,960 44,427 43,689
指数 100.0 104.0 106.9 106.9 106.2 108.0 106.3 105.6 105.1 104.4 103.8 100.3 98.7
人数 7,808 8,048 8,132 8,092 7,869 7,930 7,934 7,516 7,456 7,312 7,271 7,009 6,884
指数 100.0 103.1 104.1 103.6 100.8 101.6 101.6 96.3 95.5 93.6 93.1 89.8 88.2
人数 11,814 11,925 11,841 11,915 11,517 11,623 11,495 11,204 11,287 11,085 10,765 10,550 10,248
指数 100.0 100.9 100.2 100.9 97.5 98.4 97.3 94.8 95.5 93.8 91.1 89.3 86.7
人数 15,742 16,041 16,537 16,352 16,243 16,400 16,176 15,960 15,940 15,817 15,621 14,989 14,778
指数 100.0 101.9 105.1 103.9 103.2 104.2 102.8 101.4 101.3 100.5 99.2 95.2 93.9
人数 9,636 10,015 9,936 10,025 9,725 9,913 9,518 9,498 9,411 8,948 9,131 8,724 8,494
指数 100.0 103.9 103.1 104.0 100.9 102.9 98.8 98.6 97.7 92.9 94.8 90.5 88.1
人数 9,779 10,049 10,493 10,226 10,229 10,275 10,186 9,833 9,878 9,611 9,260 9,108 8,863
指数 100.0 102.8 107.3 104.6 104.6 105.1 104.2 100.6 101.0 98.3 94.7 93.1 90.6
人数 14,826 15,128 15,145 15,368 15,151 15,263 15,226 14,896 14,473 14,379 14,156 13,663 13,240
指数 100.0 102.0 102.2 103.7 102.2 102.9 102.7 100.5 97.6 97.0 95.5 92.2 89.3
人数 15,791 16,356 16,506 16,744 16,620 17,061 16,756 16,804 16,951 16,483 16,949 16,365 16,086
指数 100.0 103.6 104.5 106.0 105.2 108.0 106.1 106.4 107.3 104.4 107.3 103.6 101.9

人数 1,063,451 1,090,562 1,092,664 1,085,123 1,069,950 1,067,555 1,048,971 1,036,250 1,024,561 1,014,564 1,006,056 970,564 942,498
指数 100.0 102.5 102.7 102.0 100.6 100.4 98.6 97.4 96.3 95.4 94.6 91.3 88.6

宮崎

鹿児島

沖縄

大分

全国

九州沖縄

福岡

佐賀

長崎

熊本

0.0

25.0

50.0

75.0

100.0

0

40,000

80,000

120,000

160,000
（指数）（18歳人口︓人） 福岡 佐賀 長崎 熊本 大分 宮崎 鹿児島 沖縄 九州沖縄=2024年を100とした値

■2024年129,676人→2036年122,282人（7,394人減少）

・九州沖縄エリアは7,394人・5.7%減少し、全国の減少率11.4%を5.7ポイント下回る。
・2027年にかけて6,401人増加。翌2028年に1,697人減少し、翌2029年には1,920人増加

するが、2030年から2036年は減少傾向。
・減少率が高いのは、長崎県（2024年比較13.3％減少）。
・減少数が多いのは、鹿児島（2024年14,826人→2036年13,240人、1,586人減少）。

18歳人口予測（全体︓九州沖縄︓2024〜2036年）

※データ元︓文部科学省「学校基本調査」

資料２
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2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年
130,536 129,144 129,078 127,067 127,129 125,955 121,921 119,363 116,649 112,614

大学 51,063 51,482 51,976 51,729 51,933 51,973 51,560 52,961 53,203 52,659
進学者数 短期大学 7,696 7,419 7,068 6,673 6,320 6,127 5,794 5,520 5,068 4,462

九州 専門学校 24,248 23,246 23,487 22,899 23,340 23,856 24,613 23,085 22,053 20,443
沖縄 大学 39.1 39.9 40.3 40.7 40.9 41.3 42.3 44.4 45.6 46.8

進学率 短期大学 5.9 5.7 5.5 5.3 5.0 4.9 4.8 4.6 4.3 4.0
（現役） 専門学校 18.6 18.0 18.2 18.0 18.4 18.9 20.2 19.3 18.9 18.2

卒業者数

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

0

25,000

50,000

75,000

100,000

125,000

150,000

進学率:現役

（％）

進学者数

（人）
全体_大学進学者数 全体_短期大学進学者数 全体_専門学校進学者数

全体_大学進学率（現役） 全体_短期大学進学率（現役） 全体_専門学校進学率（現役）

■10年で大学進学率は7.7ポイント上昇、進学者数は1,596人増加
一方、短期大学進学率は1.9ポイント、専門学校進学率は0.4ポイント低下し、
進学者数はそれぞれ、3,234人、3,805人減少

進学者数
・大学は、2015年51,063人→2024年52,659人（1,596人増加）と、3.1％増加。
・短期大学は、2015年7,696人→2024年4,462人（3,234人減少）と、42.0％減少。
・専門学校は、2015年24,248人→2024年20,443人（3,805人減少）と、15.7％減少。
進学率（現役）
・大学は、2015年39.1％→2024年46.8％（7.7ポイント上昇）。
・短期大学は、2015年5.9％→2024年4.0％（1.9ポイント低下）。
・専門学校は、2015年18.6％→2024年18.2％（0.4ポイント低下）。

進学者数・進学率（現役）の推移（全体︓九州沖縄︓2015〜2024年）

※データ元︓文部科学省「学校基本調査」
・卒業者数   ︓高等学校を卒業した人数（全日制・定時制＋中等教育学校後期課程）
・進学者数   ︓高等学校卒業者のうち、大学・短期大学・専門学校（※）に進学した人数
・進学率（現役）︓進学者数（大学・短期大学・専門学校（※））÷高等学校卒業者数（全日制・定時制＋中等教育学校後期課程）

※専門学校＝専修学校専門課程

資料３
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2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年
九州沖縄 74.8 74.5 75.0 76.5 76.2 76.4 75.5 76.6 76.1 75.5

福岡 92.1 92.7 92.2 92.5 93.2 92.7 93.0 93.1 93.3 94.3
佐賀 58.3 60.5 63.2 67.7 63.6 61.6 61.3 66.0 63.8 65.4
長崎 50.3 53.7 57.7 55.9 57.8 56.5 58.2 60.4 63.4 63.8
熊本 55.0 57.8 54.3 59.3 60.5 64.5 63.3 61.9 65.1 55.3
大分 76.2 74.5 74.7 78.5 75.5 76.3 77.6 80.5 75.8 79.3
宮崎 56.1 49.9 56.1 58.1 57.0 60.7 57.1 53.0 56.4 55.9

鹿児島 78.2 76.0 77.2 77.4 77.3 75.2 74.4 78.1 75.2 73.2
沖縄 71.9 69.4 70.4 71.9 69.8 69.8 64.0 64.4 62.1 55.2

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

短期大学全体︓地元残留率

（％）
福岡 佐賀 長崎 熊本 大分
宮崎 鹿児島 沖縄 九州沖縄 全体

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年
九州沖縄 46.1 46.3 47.2 46.6 47.7 46.5 46.6 46.3 46.1 46.0

福岡 63.7 64.6 65.5 64.9 65.9 64.8 65.1 65.1 65.2 65.9
佐賀 13.8 13.9 15.2 16.8 16.3 16.2 16.6 16.7 15.4 17.5
長崎 33.0 33.5 33.9 34.0 36.2 35.5 36.3 35.9 37.5 35.5
熊本 45.9 45.0 44.9 46.5 48.2 45.5 46.4 47.3 45.7 47.4
大分 23.0 23.1 24.7 25.2 26.1 26.0 26.4 25.2 27.7 26.9
宮崎 28.0 26.1 26.1 26.0 26.3 26.7 25.8 27.9 26.0 26.7

鹿児島 32.8 32.3 33.6 31.5 33.6 33.1 33.5 33.6 34.2 30.8
沖縄 51.9 54.3 54.4 52.7 51.2 47.7 45.9 42.5 39.7 40.2

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

大学全体︓地元残留率

（％）
福岡 佐賀 長崎 熊本 大分
宮崎 鹿児島 沖縄 九州沖縄 全体

■大学は、2015年46.1％→2024年46.0％（0.1ポイント低下）
短期大学は、2015年74.8％→2024年75.5％（0.7ポイント上昇）

・大学で上昇率が高いのは、大分県（2015年23.0％→2024年26.9％、3.9ポイント上昇）。
・短期大学で上昇率が高いのは、長崎県（2015年50.3％→2043年63.8％、13.5ポイント上昇）。

地元残留率の推移（全体︓九州沖縄︓2015〜2024年）

※データ元︓文部科学省「学校基本調査」
・残留率 ︓自県内（地元）の大学・短期大学入学者数のうち自県内（地元）の高校出身の大学・短期大学入学者数の割合（浪人含）

資料４
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『第16回　高大連携　地域医療　魅力発見セミナー』参加者アンケート（抜粋） 資料６

①午前の部 ②午後の部 内容の充実度 指導者の対応 施設の設備 スケジュール 講演内容の充実度 講演のわかりやすさ 医学の知識や技術 将来の進路選択への影響 その他 希望する講座や実習・講演内容 改善点 その他

1 大分上野丘高校 産科婦人科 麻酔科 5 5 5 5 5 5

もともと医学部志望で、さらに志望が
強まった

産科婦人科では、腹腔鏡とエ
コーと赤ちゃんを取り出しまし
た。手元の起用さや出産の際
の注意事項について詳しく教え
て下さったのでたくさんのことを
知れました。また、麻酔科では
実際に手術の現場を見させて
いただきました。このような経験
はなかなかないので医療の面
白さを改めて感じました。

医者といってもいろいろな分野
があると知って、より興味が深
まりました。良い経験になりまし
た。

小児科、脳神経外科、皮膚科、
消化器外科、呼吸器外科

とても貴重な経験をすることが
出来ました。ありがとうございま
した。

2 大分上野丘高校 高度救命救急センター 腎臓外科・泌尿器科 5 5 5 5 5 5

もともと医学部志望で、さらに志望が
強まった

トリアージを体験して、普通は
学べないようなことを学べて楽
しかったため、とても印象に残
りました。また、ロボットでの手
術のシミュレーションゲームの
ようなものも難しかったけど面
白かったです。医学の知識や
技術を活用するには、正確な
判断力が必要だなと感じまし
た。

今まで医学部に行きたいと漠
然を思っていたが、今回の体験
学習で、実際に現場をみて、自
分の目指す将来の姿を少しは
はっきりさせることができたの
で、進路実現のため頑張りたい
とおもいます。

事前に講座の内容を教えてほ
しかったです。

3 中津南高校 小児科 脳神経外科 5 5 5 4 4 4

もともと医学部志望で、さらに志望が
強まった

カテーテルを用いた動脈瘤の
治療の方法。幼児に対する胸
骨圧迫の方法。

小児科が家庭を持った際など
対応しやすそうで良いなと思っ
た。

地域枠特有の気力 講座は十分満足しています。こ
のまま続けてほしいです。

4 大分舞鶴高校 高度救命救急センター 放射線科 5 5 5 5 5 5

もともと医学部志望ではなかったが、
志望するようになった

医師になった後でもずっと学び
続ける必要があることを改めて
強く感じるようになりました。
様々な専門的な知識があり、
凄かったです。

私はあまり医師への興味はな
かったのですが、どのようなこ
とをしているのかをよく知れたこ
とで、関心が強くなりました。

実際に体験してみたりすること
で、大変さなどを実感すること
が出来たので良かったです。

医師のスケジュールやルーティ
ンなどがあれば、もっと医師と
しての生活などを感じられるか
なと思い思いました。

それぞれの科で、どのような体
験ができるのかを事前に知れ
たら、申し込みやすいと思いま
す。

5 大分舞鶴高校 産科婦人科 膠原病内科 5 5 5 5 5 5

もともと医学部志望で、さらに志望が
強まった

膠原病について詳しくは知らな
かったけれど、今回参加して、
関節リウマチについてよく理解
できました。自分の免疫が原因
で発症するのは、だれでもなる
可能性があるので、知っておく
べきと思った。

私は医学部と他の学部で迷っ
ていましたが、医学を学ぶこと
により興味がもてました。

6 大分高校 消化器外科 心臓血管外科 5 5 5 5 5 5

もともと医学部志望で、さらに志望が
強まった

糸結びや縫合ができるように
なって、医学部へのモチベー
ションが上がった。

医学部へ行きたいと思っていた
ので、さらに行きたくなった。

とても楽しく最後まで聞くことが
出来ておもしろかった。

7 大分高校 呼吸器・感染症内科 放射線科 5 5 5 5 5 5

もともと医学部志望ではなかったが、
志望するようになった

気管支内視鏡での肺内の検診
の仕方を学びました。

今まで医療は選択肢に無かっ
たのですが、今回のセミナーを
通して、医療系に興味を持つこ
とが出来ました。

普段、医療家のドラマでは見れ
ない部分も知れて面白かった。

8 臼杵高校 産科婦人科 腫瘍血管内科 5 5 5 4 5 5

もともと医学部志望で、さらに志望が
強まった

出産時の赤ちゃんの体や頭の
動かし方。エコーの見方。正常
な細胞と異常な細胞の違い。

実際の医学部生の生活や、医
師の仕事内容を具体的にイ
メージすることが出来たので、
より医学部に入りたいという思
いが強まりました。

普段、医学部について学ぶこと
がないので、今回の実習や講
演を通して、地元の大学である
良さを知るとても良い機会にな
りました。今日は一日ありがと
うございました。

9 佐伯鶴城高校 高度救命救急センター 脳神経外科 5 5 5 5 5 5

もともと医学部志望ではなかったが、
志望するようになった

ドラマでしか知らなかった、医
療現場を実際に体験すること
ができ、少ししか知らなかった、
知識を何のためにするのか、な
どと、詳しく知る事が出来た。

医者という、診察をして、手術
をしてということくらいしか知ら
なかったけれど、その他にも詳
しく知れたことで、医者といって
も臨床や研究などとたくさんの
進路があり、個人的にも研究を
してみたかったので、医者とい
う職に就き、研究したいと思い
ました。

私は医療研究をしたいと思って
いて、医学部は学力的に無理
だと思っていたけれど、今回参
加させていただいたことで医学
部を目指したいと思いました。

医学部に進学し、医者になった
あとの進路での研究について、
体験してみたいです。

10 玖珠美山高校 呼吸器・感染症内科 心臓血管外科 5 5 5 5 5 5

もともと医学部志望で、さらに志望が
強まった

縫合では持針器とサッシの持
ち方や使い方など細かいところ
まで知る事が出来ました。ま
た、内視鏡の扱い方も知れて、
体験出来ました。

地域枠の内容で知らなかったこ
とを知れて、魅力を感じること
が出来たので、進学について
深く考える事が出来ました。

進学に対する勉強意欲が今ま
でよりも強くなりました。ありが
とうございました。

実習が医学部志望へつながったか
今回の体験実習で得られたこと 今後の体験実習について

体験実習の満足度 講演の満足度

1）非常に不満　2）不満　3）普通　4）満足　5）非常に満足No 学校名
体験講座 体験講座
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 第１章 大分県医療計画の趣旨 

 １ 計画策定の趣旨

本県では、県民に適切な保健医療を確保することを目的として、平成元年に大分県地

域保健医療計画を策定して以降、社会状況や県民ニーズの変化に対応して平成６年、平

成11年、平成16年、平成20年、平成25年、平成30年に改定を行い現在に至っていま

す。 

この間、急速な高齢化による人口構造の変化に加え、がんや認知症患者の増加等によ

る疾病構造の変化等により、県民の医療ニーズが多様化しています。 

こうした時代の要請に的確に対応し、誰もが安心して医療を受けることができるよう、

本県の実情に即した、質の高い、かつ、効率的な医療提供体制を整備するため、今回、第

８次大分県医療計画を策定します。 

また、新たな医療計画は、高齢者福祉計画、介護保険事業（支援）計画、医療費適正化

計画、健康増進計画、がん対策推進計画、歯科口腔保健計画及び障がい者計画などの関

連する計画と整合性を図りながら、総合的に推進する必要があります。 

 ２ 基本理念 

「安心で質の高い医療の確保」を本計画の基本理念とします。

 ３ 医療計画の位置づけ 

この医療計画は、次に掲げる性格を有します。 

（１）医療法（昭和23年法律第205号）第30条の４第１項に基づく医療計画 

（２）大分県長期総合計画の医療部門計画 

（３）大分県における医療諸施策の基本指針 

（４）市町村及び保健医療関係機関、団体等に対しては、施策推進に関する事項を示す

とともに、医療機関の連携を促進する役割を持つもの 

（５）県民の自主的、積極的な活動を促すとともに、県民に地域の医療機能情報を提供

する役割を持つもの 

 ４ 計画の期間 

この計画は、令和６(2024)年度を初年度とし、令和 11(2029)年度を目標年度とする６

か年計画とします。ただし、在宅医療、医師の確保及び外来医療に関する事項について

は、３か年で中間見直しを行います。また、計画期間内であっても、社会状況の変化や医

療をめぐる環境の変化に応じて、必要があると認めるときは計画の見直しを行うことと

します。 
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